


◆キャリアアドバイザーになったきっかけを教えてください。
當銘：以前は専門学校で 15 年勤務し、図書館司書として働いてい

ましたが、思わぬ人事異動で一般事務を務めることになりま
した。慣れない業務の中で、夢をもった学生の対応をするう
ちに自身のギャップに苦しみ、今後どういった仕事をしたら
良いのか考えて、キャリアコンサルタントの国家資格を取得
しました。現在は沖国大キャリアアドバイザーとして 10 年
目を迎えました。

大盛：大学卒業後、教員として勤務していましたが、結婚と出産を
機に退職し、10 年間は主婦として働いていました。このま
ま主婦でいるのか、教職現場に復帰するか考えていました
が、毎日通っていた大型スーパーの催事場で季節ごとに催事

が行われていることにふと気付いて、自
分が知らない世界が広がっていることを
実感しました。そこから、自分の世界を
広げるためにキャリア教育コーディネー
ターとして高校で働き始めましたが、思っ
ている業務内容ではありませんでした。
そこで、キャリア教育にかかわる仕事が
したいということで県内大学のキャリア
支援を行い、現在は沖国大のキャリア支
援課で 4 年目になりました。

島袋：大学では高校教員を目指していましたが、
挫折してしまいました。それでも、教育
関係の現場で働きたいということで、沖
国大図書館臨時職員として 2 年間勤務し、
2019 年にはキャリア支援課の臨時職員
として窓口業務を担当していました。窓
口業務では学生相談を受けることが多く、
専門的な知識に基づいたアドバイスをし
たいということで、キャリアコンサルタ
ントの資格を取得し、2023 年 4 月から
キャリアアドバイザーとして勤務するこ
とになりました。

◆キャリア支援課での支援について教えてくだ
さい。

當銘：添削や面接、個別相談がメインです。そ
の他にもグループディスカッション、自
己分析のグループワーク、キャリア支援
課独自のガイダンスやセミナーを開催し
ています。現在は 3 年次の春休みから就
活を開始すると対策が遅れてしまう状況
です。そのため、低学年からステップを
踏んで、様々なことに挑戦してもらいた
いです。具体的には、1、2 年次で様々な
体験を通して自分が好きなこと、やりた

いことを探し、自身の体験を土台に選択
肢を広げる事前準備をしてもらいたいで
す。そうすると、3 年次には自分の道を
決めやすくなります。また、大盛さんが
担当している出張キャリアガイダンスで
は、依頼があったゼミで自己分析、就活
体験、企業研究について共有し、大学全
体のキャリア教育の底上げを行っていま
す。

島袋：県外就活に必要なオンライン面談の受付
も行っています。キャリア支援課の敷居
が高いと考える学生もいますので、事前
予約なしのフリーデー相談を週 1 回実施
しています。20 分という時間で気軽に相
談ができます。
まじめに就活をしていない、就活の準備
ができていないことを指摘されるかもし
れないなど、キャリア支援課に来る資格
がないと考えてしまう学生層も多いと思
います。そういった学生にこそ気軽に来
てほしいので、内定者の先輩が学生サポー
ターとして相談相手になり、親しみやす
い環境づくりも行っています。最近では
インスタを通して、キャリア支援課の情
報を発信しています。

◆学生支援で大事にしていることは ?
大盛：相談に来る学生は自分自身が大事にして

いることをはっきり認識していないこと
があります。個別相談では、過去に体験
した話を聞いていくことで、学生自身の
強みやドラマ性を引き出し、自己アピー
ルのポイントを探すことを大事にしてい
ます。

當銘：学生の自分らしさや自律性を大事にして

當銘美和さん當銘美和さん
大盛涼子さん大盛涼子さん
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います。これまで支援してきた学生の中に
は、親や先生の紹介で専門学校や大学に入
学して、ずっと葛藤している子もいました。
社会人になってもリアリティショックで退
職するケースもあります。自信がない学生
には、大学卒業後が勝負なので、卒業後に
自分自身がぶれないための軸を作ることを
大事にするよう伝えています。

島袋：相談に来る学生は十人十色です。私自身
の支援スタイルを貫くのではなく、相談
者に沿った支援の方法を決めていくこと
を大事にしています。相談学生は勇気を
出してキャリア支援課に来ているのかも
しれません。添削も否定的な感じではな
く、自己肯定感を高めていくような支援、
来てよかったなという支援をしたいと考
えています。

◆現在の就職活動は早期化しているのでしょう
か ?

大盛：最近はすごく感じます。国の方針が変わ
り、今までの就活開始時期は 3 年次の春
休みからでしたが、現在は 3 年次の 6 月
から始まっています。特に、3 年次の夏
休みに行われるインターンシップも選考
の一部に組み込まれることになったため、
3 年次の早い時期から、インターンシッ
プ応募に必要なエントリーシートの書き
方を学ぶ学生も増えています。

當銘：3 年次のインターンシップは、3 年次の
4 月に告知が来て、エントリーシートの
書き方を学び、夏休みにインターンシッ
プを行います。その後はインターンシッ
プを行った会社の早期選考を受けて、3
年次の 12 月には内定が決まる場合もあ

ります。4 年次進級前に就活が終了する
学生も増えています。特に、県外就活は
その傾向が強いです。現在は 3 年次で内
定した学生、4 年次から県内就活を始め
る学生が混在している状況です。採用企
業もできるだけ早い時期に人材確保を行
いたいということで早期選考を行ってい
ますが、3 年次内定者でも、同学年の学
生たちが 4 年次から就活に取り組む様子
を見て、内定を辞退する学生もいます。
そういった理由から、夏休みのインター
ンシップだけで、早期内定を決めてしま
うと辞退者も出てくるケースもあり、悩
ましい限りです。

◆現在の就活状況はどうですか ?
大盛：沖国大のキャリア支援課以外にも、就職

相談ができる機会が以前に比べて増えて
います。最近は、採用企業も一次面接と
二次面接の間に面談の時間を設けて、次
の面接対策を行うこともあります。
また、エージェントに就活斡旋してもら
うことも増えています。エージェントの
場合は、商売柄、エントリーシートや履
歴書の書き方の分かりやすさを売りにし
ています。キャリア支援課では、キャリ
ア形成を考えながらじっくり育てていき
ます。手取り足取り分かりやすいところ
に学生は行きやすいイメージです。

◆どちらを選択するかは学生個人の考え方にな
りますね。

當銘：今までは金融系、保険業が人気の職種で
したが、現在は、文系の学生にとって敷
居が高かった IT 企業も人気です。企業説
明会で文系でも問題ないという IT 企業も
増えているのも人気の要因かと思います。
特に、今の学生はコロナ禍でオンライン
の影響を受けており、日常生活ががらっ
と変わったことを体験しています。これ
からは IT 技術、手に職もあった方が良い
という意識が強いのかもしれません。

◆就活についてのアドバイスをお願いします。
大盛：やりたいことがはっきりしている学生は

実は少数です。やりたいことがないとい
う学生が多いので、1、2 年次は色々なこ
とに挑戦し、右往左往することで、自分
のやりたいことが決まっていくと思いま
す。もしも選択が間違っていたとしても、
一生懸命やることでやり直しはできます。
転職時代の現在、頑張って磨いているス
キルは次のステップでも生かすことがで
きます。様々な選択肢があることを知っ
て、自分のキャリア形成を自由に考えて
ほしいです。

島袋：変動性のある時代なので、先ばかりを見
ても分からないことが多いです。私自身、
ご縁や流れに沿って今ここにいます。思
い通りにならないこともあると思います
が、人生は選択の連続で、自分の経験、
選んだ道を成功にしていくしかないです。
自分の考えていることを信じて、納得の
いく選択をしてほしいです。

當銘：キャリア支援課を利用している学生層は、
何から就職活動を始めたら良いのか迷っ
ていたり、自身の就活が間違いではない
か確認したいという慎重派の学生が多い
と思います。支援する際には、学生のこ

れまでの経験を振り返り、失敗した原因
や、自分が大事にしたいものを考えても
らっています。
言語化することを大事にしていますので、
思っていることを言葉にできない、うま
く言えなくて躊躇する子もいますが、自
分がやりたいことを言葉にして、誰かに
伝えることで、協力者や機会を引き合わ
せることができるのではないでしょうか。
また、ハローワークや沖縄県キャリアセ
ンターなど、学外からのキャリアアドバ
イザーの派遣もあり、有資格者の相談間
口が広くなっています。その分、就職活
動だけではなく、今後のキャリア形成を
考えたい学生に来てほしいので、まずは
気軽に相談に来てください。

インタビュー後記　　 　　　　　　　　　　
キャリアアドバイザー 3 名の支援方針は様々
ですが、学生にはより良いキャリア形成をし
てほしいという共通の想いを感じました。こ
の機会にぜひキャリア支援課に足を運んでみ
てください。

島袋愛子さん島袋愛子さん
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とても高かったので今後も継続したいと考えています。学
生の皆さん、是非ツーリズム英語を履修してください！

2024.07.24

共通科目「国際経済」で特別講義を実施しました
　7 月 24 日（水）、共通科目「国際経済」（担当：鹿毛理
恵経済学科教授）では、「アレン奨学会沖縄」代表の宜野
座映子さんを講師に迎え、特別講義を実施しました。
　今回の講義は、米軍ヘリ墜落事件から 20 年目の節目に
あたる特別企画として、実施しました。
　宜野座映子さんは、1990 年代半ばより元米海兵隊ベト
ナム帰還兵のアレン・ネルソン氏との交流を重ね、「アレ
ン奨学会沖縄」を立ち上げ、ベトナムの子どもたちに奨学
金支援を続け、さらに県内学生にベトナム研修の機会を提
供するなど平和教育に尽力しています。
　また、宮森小米軍ジェット機墜落の記憶を語り継ぐ表現

2024.07.16-17

宜野湾市内の中学校で「ブックトーク」の実習を行い
ました！
　7 月 16 日、17 日の２日間、松川まゆみ先生のご指導
の下、宜野湾市内の中学校教諭のご協力を得て、司書教諭
と学校司書資格課程の 4 年次 14 名が「ブックトーク」の
実習を行いました。「ブックトーク」とは、1 つのテーマ
に沿って 10 冊ほどの本を数珠つなぎに紹介していき、読
書への関心を引き出すことを目的とする読書指導です。
　今回は「読書の幅を広げる～夏休みに向けて」という大
きなテーマに沿って、受講生 2、3 名ずつがグループになっ
て、「ジェンダー」「ふしぎ」「きずな・つながり」「時間」「夏」
といったテーマで、1 時間の授業を担当しました。
　子どもたちを前にしたブックトークということで、学生
たちは緊張した様子でしたが、子どもたちの素直な反応が
励みになり、ブックトークの難しさ・面白さはもちろん、
教壇に立つことの意味についても深く学んだ一日になりま
した。
　実習後には、多くの生徒が紹介した本を手に取る様子も
見られ、ブックトークを通して読書への関心が広がったよ
うです。今回の実習を通して、各資格課程の学生は貴重な
経験を積むことができ、学校公共図書館の司書とは違った
アプローチや役割を学んだのではないでしょうか。ブック
トークを熱心に聞いてくれた子どもたちにも、受講生一同、
感謝の気持ちでいっぱいです。

2024.07.7

ツーリズム英語の履修生がテーブルマナーの講座に参
加しました
　昨年 7 月 7 日、上原千登勢先生（産業情報学科講師）
ご担当の「ツーリズム英語」履修生がホテルコレクティブ
のテーブルマナー講座に参加しました。
担当教員より　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　テーブルマナーのレクチャーとコース料理がセットとい
う内容の濃い講座でした。新卒でホテル勤務経験のある私
も知らないことが多く、とても勉強になりました。当日ド
レスアップして宴会場に到着した学生は少し緊張気味でし
たが、おいしい食事を口にするとすぐに笑顔になったのが
印象的でした。「これは何？」、「初めて～を食べた」、「お肉、
おいしい！」など、クラスメートとの会話も弾みました。
テーブルマナーを身につけることはもちろんですが、作法
の歴史的背景、料理や食材の語源の知識、そしてヨーロッ
パを中心とする異文化理解にもつながったと思います。個
人的には将来ホテルや観光業に関心を持つ学生が増えるこ
とを期待しています。
　ツーリズム英語は産業情報学科の専門選択科目で、3、
4 年次の履修が可能です。他学科の学生も自由科目などと
して履修ができます。今回実施した講座は学生の満足度が

集団「ハーフセンチュリー宮森」代表としての活動や、こ
の事件を題材にした絵本の読み聞かせ活動も行っていま
す。

　アレンさんとの交流で聞いたベトナム戦争体験、宮森小
米軍ジェット機墜落事故、1995 年の少女暴行事件にも触
れ、学生は真剣な表情で聞いていました。
　「この指は銃の引き金を引くのではない。この手は隣り
の人と手を繋ぐのだ。私たちは 1 人では生きていけない
のだから」とアレンさんの言葉をメッセージとして伝えて
いただきました。
　また、本学卒業生で「ハーフセンチュリー宮森」で活動
中の前田美幸さんによる絵本の読み聞かせや、曲目「想い
花（うむいばな）」を前田美幸さんが歌い、琉球舞踏家・
新里春加さんによる演舞で宮森小米軍ジェット機墜落事故
の記憶を舞踏と歌で表現したパフォーマンスも披露しまし
た。
　前田さんは本学在学中に米軍ヘリ墜落事件を経験し、恩
師の石原昌家先生から託された「平和は自分でつくらない
といけない」と当時のメッセージを伝えていただきました。

2024.08.13

「普天間基地の閉鎖を求め、平和の尊さを語りつぐ集い」
を開催しました
　8 月 13 日（火）午後 2 時より、「普天間基地の閉鎖
を求め、平和の尊さを語りつぐ集い」を開催しました。
昨年は、2004 年 8 月 13 日の米軍ヘリ墜落事件から
20 年目の節目の年でした。
　事件を風化させないために、本学では毎年、「普天間
基地の閉鎖を求め、平和の尊さを語りつぐ集い」をポ
ケットパーク（ヘリ墜落現場モニュメント）前にて開
催しており、本年度は約 130 名の方に参加していただ
きました。
　第一部では、安里肇理事長・学長による普天間基地
の閉鎖・撤去を求める声明、経済学科 3 年次の儀保裕
一朗さんと地域環境政策学科 4 年次の謝花美生さんに
よる意見発表を行いました。
　また、特別企画として、図書館 AV ホールにて、沖
縄タイムス社 社会部部長 磯野直氏と詩人・作家の大
城貞俊氏による講演会、上江洲朝男氏、高宮城六江氏、
嘉数貞夫氏による朗読劇「にんげんだから」、学長、教
職員代表、学生代表による平和宣言を行いました。
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2024.09.23

WEEKDAY CAMPUS VISIT［高校生進路発見プロ
グラム］を初開催いたしました
　2024 年 9 月 23 日、「WEEKDAY CAMPUS VISIT

（以下、WCV）～高校生進路発見プログラム～」を初開催
しました。WCV は大学の通常講義を高校生に体験しても
らい、入学後のミスマッチを防ぐプログラムです。当日は、
約 60 名の高校生が大学の講義やゼミに参加し、大学での
学びの楽しさを体感してもらいました。
　1 限目のオリエンテーションでは、本学の建学の精神、
理念、教育目標を説明した後、各学部・学科の特徴や学生
数の説明等を行い、オキコクの全体像を理解してもらいま
した。講義終了後のワークショップでは、「講義がとても
面白かった」、「教授や先輩たちと直接話すことで、進路を
より具体的に考えることができた」という感想が多数寄せ
られました。
　今回の WCV 参加学生は、普段の高校生活では得られな
い新しい視点と出会い、進路選択の幅を広げる良い機会と
なったようで、本学としても大きな意義を感じています。
　大学での学びに興味を持ち、今後のキャリアを考える
きっかけとなるように、次回も開催する予定です。（本年
度 2 回目は 11 月 4 日に開催しました）
　また、高等学校の進路指導の良い機会として、本プログ
ラムを通して進学意欲が高まり、進路選択の意思決定に大
きな影響を与えることが期待できます。
　次回の WCV も、より多くの皆様のご参加をお待ちして
おります。

　合同ゼミでは、学生主体による事前準備や当日の運営、
各セッションの司会・進行、両大学の学生たちによる各大
学のグッズ交換も行い、学生たちにとって良い経験となり
ました。
　ゼミ終了後、初日は宜野湾トロピカルビーチでのバーベ
キュー大会、2 日目は大学構内での食事会を行いました。
異なる文化や多様な価値観に触れることができた今回の合
同ゼミは、本学の学生にとって有意義なものであり、次年
度以降も開催したいと考えております。

2024.08.31- 09.22

硬式野球部　九州地区大学野球選手権大会沖縄地区予
選 優勝
　2024（令和 6）年 8 月 31 日～ 9 月 22 日に開催さ
れた第 112 回九州地区大学野球選手権大会南部九州ブ
ロック沖縄地区予選において勝ち点 3（6 勝 2 敗）の成
績を収め、2 季連続で優勝することができました。その結
果、沖縄地区代表として 10 月 18 日から熊本県で開催さ
れる決勝トーナメントへ出場いたします。決勝トーナメン
トの優勝校は九州大学野球選手権大会への出場権を得るこ
とができ、その優勝校が明治神宮野球大会へ出場すること
ができます。
　全国大会への出場を目指して頑張りますので、ご声援の
ほどよろしくお願いいたします。
※決勝トーナメントでは、第 2 試合まで勝ち進みましたが、
宮崎大学（宮崎地区２位）に 11 対 0 の６回コールドで
惜しくも敗れてしまいました。

2024.09.08

【卒業生の活躍】喜納翼さん、パリ 2024 パラリンピッ
ク車いすマラソン 12 位
　9 月 8 日、パリ 2024 パラリンピック車いすマラソン

（T54 クラス）において、本学日本文化学科卒業生（2012
年度卒業）の喜納翼さんが、12 位の成績を修めました。
　喜納さんは、女子車いすマラソン（T54 クラス）の日
本記録保持者で、東京 2020 パラリンピックに続き 2 大
会連続の出場となりました。喜納さんの活躍は後輩たちに
とっても大きな励みとなります。
　今後の更なる飛躍を応援しております。

2024.09.10-11

【経済学科】：明治大学と合同ゼミナールを開催しまし
た！
　9 月 10・11 日、経済学科の高ゼミ・小濱ゼミ・名嘉
座ゼミと明治大学政治経済学の小野島ゼミ・宮崎ゼミと合
同ゼミナールを開催し、ゼミ活動での研究成果を発表しま
した。

　合同ゼミナールでは、ゼミ毎にグループ研究の成果を発
表し、グループディスカッションと質疑応答を行いまし
た。専門分野が異なるゼミの発表とディスカッションを通
して、参加者の視野を広げる良い機会となりました。
　投票の結果、最優秀賞には、高ゼミによる「沖縄県の物
価事情」が選ばれました。明治大学を相手に最優秀賞を獲
得できたことは、高ゼミの学生たちにとって大きな自信と
なりました。
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2024.10.04

令和 6 年度  特待奨学生証書交付式を行いました
　10 月 4 日（金）、各学部において特待奨学生証書交付
式を行いました。
　本学の特待奨学生制度は「学業・人物ともに優秀で他の
模範となる学生」という基準で選考され、授業料及び施設
設備資金に相当する額が給付されます。
　今回、33 名（法学部 6 名、経済学部 6 名、産業情報学
部 6 名、総合文化学部 15 名）が交付対象となり、対象
者の中には２年連続・３年連続で選出された学生もいまし
た。交付式では各学部からその優秀な成績と真面目な勤勉
ぶりに対する賛辞が述べられました。
　沖国大では、奨学金制度をはじめ、学生の皆さんの学び
や活動をサポートしています。

2024.10.03

本学、金武町、法務省那覇保護観察所の三者間連携に
関する協定式を締結
　10 月 3 日（金）、金武町役場において、金武町と本学
及び法務省那覇保護観察所の連携に関する協定式が執り行
われました。協定は、本学、金武町、那覇保護観察所の三
者間で相互に連携し、金武町における人的・知的資源及び
社会資源等の活用を図りながら、地方における再犯防止施
策を推進させ、地域の発展と教育研究活動の推進等を目的
としております。再犯防止推進計画の策定に学生がかかわ
るのは県内大学では初めての取り組みとなります。
　田場女偉さん（人福社会福祉専攻 4 年次）は、「県内大
学では初めての取り組みで緊張します。金武町のためにも
地域の魅力を最大限引き出して、再犯防止推進計画案を作
成できるよう、他の学生と切磋琢磨しながら精一杯頑張り
たいです」と意気込みを語りました。
　今回の計画案策定では、荻野ゼミ学生（人福）を中心に
金武町や那覇保護観察所の助言を頂きながらフィールド
ワークを行い、2026年3月までに取りまとめる予定です。

2024.10.04

令和 6 年度  秋季卒業式を挙行いたしました
　今年は法学部 4 名、経済学部 4 名、産業情報学部 1 名、
総合文化学部 14 名の学部生計 23 名が卒業認定され、そ
れぞれ新たなステージの一歩を踏み出しました。
　終始和やかな雰囲気のなか、ときおり笑い声もあがるな
ど、秋季卒業式ならではの温かな式典となりました。ご卒
業、おめでとうございます。みなさまの益々のご活躍とご
健勝をお祈りいたします。
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